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科 目 教科及び教科の指導法に関する科目（小学校） 

施 行 規 則 に 

定める科目区分

又 は 事 項 等 

教科に関する専門的事項（小学校） 

・家庭 

一 般 目 標 

小学校「家庭」の目標と社会の変化に対応した豊かな心と確かな実践力をはぐくむために、「家

庭」の内容３内容『家族・家庭生活』『衣食住の生活』『消費生活・環境』の特色及び基礎的・基本

的な知識と技術を具体的に学習させ身に付けさせる。 

 

(1)｢家庭」の目標及び内容 

学習指導要領に示された「家庭」の目標や内容を理解し、家庭生活に係る「家族・家庭生活、衣

食住の生活、消費生活・環境」などに関する資質・能力を、生活の営みに係る見方・考え方を働か

せ、生活をよりよくしようと工夫する実践的・体験的な活動を通し育成する。 

到 達 目 標 

(1)｢家庭」の目標及び内容 

1)学習指導要領における「家庭」の目標及び主な内容並びに全体構造を理解している。 

2)内容３内容『家族・家庭生活』『衣食住の生活』『消費生活・環境』の特色及び基礎的・基本的

な知識と技術を理解し、身に付けている。 

3)日常生活の中から問題を見出して課題を設定し、その解決方法を考え、実践を評価・改善し、

その内容をまとめ表現する問題解決的な学習力を身に付けている。 

4)家庭や地域・社会とのつながりを生かし深い学びとなるよう、背景となる学問領域との関係

を理解し、工夫・創造し活用する力を身に付けている。 

授 業 の 概 要 

家庭科学習において「衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して基礎的・基本的な知識

および技能を身に付け、家庭生活を大切にする心情をはぐくむ」観点から、生活上の様々な問題点

を解決するために基礎的・基本的な知識および技能の定着が重要であることを認識させる授業とす

る。また、思考力・判断力・表現力及び言語活動の充実を図り、家庭や地域との関係を密にし、少

子高齢化や食育の推進、持続可能な社会など社会の変化に対応した総合的な家庭科学習を構成し、

実践的・体験的な学習の充実を図ることが重要であることを学ぶ授業とする。 

アクティブラーニングとして、振り返り、レポートなどを取り入れ る。 

ディプロマ・ポ

リシーとの関係 

本講義は、教育学部のディプロマ・ポリシーに掲げる｢５.教育実践力を身につけている。｣｢６.教

科・教職に関する基礎的・応用的知識を身につけている。｣を育成する科目として配置している。 

 

S D G S との関連 

 

本講義は、国連が目指すSDGsと関連した内容を含む。SDGs目標(持続可能な開発目標)のうち、「目標

１ 貧困をなくそう」「目標２ 飢餓をゼロに」「目標３ すべての人に健康と福祉を」「目標５ ジ

エンダー平等を実現しよう」「目標７ エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」「目標11 住み

続けられるまちづくりを」「目標12 つくる責任、つかう責任」と関連する。家庭科教育では、家庭

生活や社会環境の変化に対応できる資質・能力を育成する。家族・家庭生活の多様化や消費生活の

変化等に加えて、グローバル化や少子高齢社会の進展、持続の可能な社会の構築等、今後の社会の

急激な変化に主体的に対応するためにも、関連するSDGs目標をふまえて実践的・体験的な学習の取

組みを目指す。さらに、積極的に家族や地域の人々との関わり、家庭実践や社会参画し、課題解決

する人材の育成を目指す。 

授 業 計 画 

第１回：ガイダンス‥家庭科学習の特色や児童の実態・問題点を理解し、学習指導要領における家

庭科の目標・内容について学び、社会の変化に対応した家庭科教育について考える。また、授業

の特徴と進め方について学ぶ。 



第２回：家庭の特質‥「生きる力」をはぐくむ家庭科教育について、幼・小・中の学習内容や他教

科との系統性や連続性を考察し、科学的・実践的な学習について学ぶ。また、家庭生活を総合的

にとらえさせ、家族や地域の一員としての生活の重要性を学ぶ。 

第３回：生活を学ぶ‥よりよい生活の自立を目指すための、基礎的・基本的な知識及び技能につい

て考える。また、生活を科学的視点にたって見つめ、その課題解決の方法を学ぶとともに、環境

や消費生活に配慮した生活を学ぶ。 

第４回：家族と家庭生活‥家庭生活の基盤である家族との関係を考え、家族の一員の中で成長する

自分の姿やその心情を育成するためのよりよい家族関係について学ぶ。 

第５回：家庭生活と地域社会‥成長段階における家庭生活と地域・社会との関係を考え、人・物両

面からの地域・社会との関係改善について学ぶとともに、家庭の教育力向上について考える。 

第６回：食事の役割‥日常の食事の大切さや調和のよい食事をつくるための仕事や調理技術につい

て考え、基礎的・基本的な技術と健康的な生活について学ぶ。また、家族との団らんや配膳、マ

ナーについて楽しく食事をするための工夫について学び、実践する。 

第７回：調理の基礎１‥体に必要な栄養素とその働き、食品の栄養的特徴を知り、食品の組み合わ

せに重点をおいた１食分の献立の考え方を学ぶ。また、実習時間や環境に配慮し、基礎的・基本

的な技能の定着につながる計画を学び実践する。 

第８回：調理の基礎２‥調理の基礎的事項を学ぶ上で適切な食品の選び方及び調理計画のたて方を

学ぶ。食品については、入手しやすく扱いやすいものを選択し、安全・衛生に配慮・留意するこ

とを学び実践する。 

第９回：栄養を考えた食事‥身近な献立を実習し、基礎的・基本的な技能の習得と用具や食器の安

全で衛生的な取扱いを学ぶ。また、環境に配慮し適切な物や金銭の使い方につながる実習を行う。 

第１０回：衣服の着用と手入れ１‥衣服に関心をもち、健康によく清潔で気持ちよい衣服の着用の

仕方と品質がよく、手入れのしやすい衣服の計画的購入につい学ぶ。 

第１１回：衣服の着用と手入れ２‥日常着の手入れについて、小・中の系統性や身近な環境への影

響について考え、それを配慮した基礎的・基本的な取り扱う技能を学び実践する。 

第１２回：生活を豊かにするための布を用いた製作１‥手縫いとミシン縫いで布を用いた生活に役

立つ物の製作を行い、製作の計画の立て方や目的に応じた縫い方及び用具の安全で適切な取扱い

方について学ぶ。 

第１３回：生活を豊かにするための布を用いた製作２‥基礎的・基本的な技能の定着と物の有効活

用を図るために手縫いとミシン縫いで衣服の再生を行い、環境に配慮した生活やその工夫につい

て学ぶ。 

第１４回：快適な住まい方‥整理・整頓や掃除、季節の変化に合わせた住まい方について考え、健

康や環境との関わりに配慮した快適な住まい方の基礎的・基本的な技能を学ぶ。 

第１５回：消費生活・環境‥物や金銭の使い方及び環境に配慮した生活の工夫について学び、主体

的に生活を工夫できる消費者の育成についての実践計画を立てる。 

定期試験 

学生に対する 

評 価 

評価指標：衣食住に関する基礎的・基本的な知識、技能を習得して実践できる。 

評価手段と割合：定期試験50％・レポート30％・作品20％ 

なお、レポート・答案等の提出物へのフィードバックについては、以下の方法等による。 

・コメントを記載して返却する。 

・授業またはオフィスアワーに、口頭で行う。 

・答案例を配布する。 

時間外の学習 

に つ い て 

（事前・事後学習として週４時間以上行うこと。） 

事前学習：事前に課題を渡すので、家庭生活や衣食住の生活と家族との関わりを考えながら、実践

的・体験的な学習のあり方を考えてくること。 

事後学習：講義の内容について整理し、基礎的・基本的な知識と技術と生活との関わりについてま

とめておくこと。 



テ キ ス ト 
（開隆堂出版）『わたしたちの家庭科 小学校５・６年』（教科書） 

（東京書籍）『新しい家庭 ５・６』（教科書） 

参 考 書 ・ 

参 考 資 料 等 

文部科学省 『小学校学習指導要領』 

文部科学省 『中学校学習指導要領』 

文部科学省 『小学校学習指導要領解説 家庭』 

文部科学省 『中学校学習指導要領解説 家庭』 

文部科学省 『小学校学習指導要領解説 総則編』 

文部科学省 『中学校学習指導要領解説 総則編』 

文部科学省 『言語活動の充実に関する指導事例集』（小学校） 

開隆堂出版 『中学校技術・家庭科「家庭分野」』（教科書） 

東京書籍 『中学校技術・家庭科「家庭分野」』（教科書） 

担当者からの 

メ ッ セ ー ジ 
特になし 

オフィスアワー 授業の前後の時間（メール等でアポイントを取ること。） 

備 考 
担当教員は、小学校・中学校における教員（家庭）・校長としての経験を活かし小学校における家庭

についての講義を行う。 

 


